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Implications of Philosophical Dialogue






















































































じめた (Goucha, Moufida 2007)。その対象も、大人から中等、高等教育段階からさらに 1998 年
以降より幼い子どもたちも含むようになり、2011 年時点では、世界中の多くの国々で就学前の
幼児からのさまざまな哲学教育が実践されている ( 森田 2011)。
　ところで、問うことと哲学することはイコールではない。「問いの先に探求が続いて、はじめ
て哲学への道が開かれる」( 森田 2011 p168)。
　ここで、「問うこと」が「哲学すること」になるためには、問い方の技法が必要になる ( 森田
2011)。
　桝形 (2019) は、「子どものための哲学」(P4C、”Philosophy for Children”) は、探求の共同体
であること、そして「訊く」ことが基本となる探求の共同体、Active Listening の場であること。
そして、その場を作るファシリテーターの役割が重要であること、について言及している。探求
の共同体では、「聞く」( 単に、hear) ではなく、「聴く」( 互いの発言や問いを受け止める ) こと
と、それを満たすための「訊く」( 尋ねる、問う ) ことが基本となるという。また、「探求の共同
体」のファシリテーションスキルは、P4C の「哲学者の道具箱」として以下のように示されている。
「論理的に思考することを助けるもの」であり、「ハッキリと他と区別できるように発言する / 首
尾一貫した発言をさせ、矛盾に気づかせる / 理由・根拠・証拠・前提を尋ねる / 別の選択肢の可

































支援の中核とする実践に関する研究および調査もある ( 榎田・武山・義永・滝川・大戸 2006、大戸・

































































































　研究２では、2018 年度に下記のようなテーマで計 8 回の子育て哲学カフェを開催した。本研




































































































































  （子どもだけでなく、親も寄り添ってもらった） 
  （行為ではない）   （絶対聞いてくれる） 







 心、時間、関係性の視点    
 贈与という視点         
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